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髙口 奈月 NATSUKI TAKAGUCHI

Q：出身はどちらですか？ 地元のいいところは？
A：広島県出身で在住です。カープの話で誰もが盛り
上がれるところ。でも、カープが負けた次の日は、宿
題が増えたりしたこともありました…（笑）。 

COVER STORY

はじめまして。こんにちは。
YMFGのエリア・マガジンです。
YMFGは山口銀行、もみじ銀行、北九州銀行を傘下
に持ち、下関市に本社機能を置く金融グループです。

YMFGの三拠点、山口、広島、北九州の3エリアを
「三都」と呼び、それぞれの地域の魅力を発見し、深

ぼっていく。そんな目的を持ってこのメディアは誕生

しました。住む人が自慢できる。来る人がワクワクす

る。町に薫風を吹き込むようなマガジンを目指して。

末長く、よろしくお願いします。

三都物語。
日本全国 1,741都市を巡った
仁科勝介が再び旅に出る！
三都オン・ザ・ロードストーリー。

ランチの正解  v o l . 0 0 0

YMFG Zone Interview

「まちづくり」をする銀行ってどういうことですか !?
YMFG 椋梨敬介CEOに聞きました。

14

12

06

v o l . 0     C O N T E N T S

写真｜大森めぐみ（株式会社 サン・アド）
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日本全国 1,741都市を巡った
仁科勝介が再び旅に出る！
三都オン・ザ・ロードストーリー。

特集

三都物語。

日本全国 1,741市町村をスーパーカブで巡った写真家「かつ
お」こと仁科勝介さん。原付バイクからレンタカーへと乗
り換え向かったのは広島、山口、北九州。西へ東へ、行き
つ戻りつ、総移動距離 1,050キロものロードトリップだ。
かつおさんが旅の中で再発見した「三都」の魅力とは？  

YMFG ZONE STORIES
広島・山口・北九州。隣接しながらも異なる文化
を持ち、車で走れば意外とあっという間。陸と海
で繋がりあうこの3つのエリアの魅力が、住む人
にも、来る人にも、新しく発見されることを願っ
て。「YMFG ZONE」と名付け、三都のヒト、モノ、
コトを紡いで発信していきます。

写真｜仁科勝介、文｜高橋直貴
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大学時代を広島で過ごしたかつおさんは平和記念公園の中にある原爆供養塔を訪れた。元安川を挟んで「平和の町」の日常を撮る。元乃隅神社から日本海を望む。三方が海に囲まれた山口県では表情豊かな海の景色を楽しむことができる。

ガイドブックには載っていない。
広島の日常が発するたおやかなエネルギー。

海と山を、同じ視界に収めてみよう。
自然と人が仲良く暮らすところ・山口。

広島山口 HiroshimaYamaguchi

尾道駅前、アーケード商店街の出口やや手前に「紙片」は
ある。空間いっぱいに詩が満たされたような店内に落ち着い
た時間が流れる。旅先の一冊は気の利いた本屋で選びたい。

かつおさんがカメラを向けるのは「生活の景色がある場
所」。それは旅先でも変わらない。広島駅前を行き交う人
を見つめながら、何を感じたのだろうか。

散策中、町中では猫に出会うことが多かった。自然に囲ま
れながらもほどよく都会な広島県は住み心地がいい。猫に
とっても暮らしやすい町、ということだろうか。

山口情報芸術センター「YCAM」は日本有数のアートスポ
ット。併設された山口市立中央図書館を覗き、隣のスタバ
で一休み。晴れた日は芝生で寝転がる人もちらほら。

下関の唐戸市場といえば「ふく」が有名だが、そのほかに
も近海で水揚げされた新鮮な魚が豊富。秋から冬にかけて
旬を迎える「白身のトロ」、ノドグロは山口の名産だ。

朝5時にホテルを出発し下関の海沿いの道を歩く。対岸に
は朝霧がかかる九州が。この景色を見ながら過ごす青春時
代はどんなものだろうか。歩き疲れた帰りのバスでの一枚。
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町と山と工場。反対側には海が広がる。この町で生活するために必要なすべてを濃縮したような景色を見下ろす。 

この旅ではたくさんのいい道に出会った。門司港近くの道路
は歩道のレンガや対岸の下関の景色、絶妙なカーブが心に
残っている。普通の道が美しいと、その街が一層好きになる。

お酒好きなら夕暮れ時から屋台へ。サラリーマンが集まる
お店なら間違いない。小倉は飲み屋が多い。それも、味のあ
る個人経営の名店が。旅先では勘を頼りにふらっと入ろう。

小倉の中心にある町の背骨・旦過市場。180mのアーケー
ドに昭和30年代の建築が並んでいる。2022年には二度の
火災に見舞われた。一日も早い復興を願って。

海峡・港・繁華街。九州地方の玄関口で
自然と都市が交差する絶景に出合う。

仁科勝介、旅を終えて～「居心地の良さが、人と街の距離を縮める」。

三
都
で
豊
か
に
暮
ら
す
、

楽
し
む
、
考
え
る
。

「
衣
・
食
・
住
」
無
限
大
！
　
三
都
で
生
き
る
人
た
ち
に
教
わ
っ
た
、

本
来
の
人
間
的
な
豊
か
さ
っ
て
き
っ
と
こ
う
い
う
こ
と
。

未
知
の
土
地
を
訪
れ
る
と
き
は
、

い
つ
で
も
緊
張
す
る
。
そ
れ
は
、

道
端
を
歩
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、

自
転
車
を
漕
ぐ
高
校
生
も
、
こ

の
街
に
住
ん
で
い
て
、
四
季
を

知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
僕
は
そ

の
日
々
を
知
ら
な
い
か
ら
。
で

も
、
街
を
知
り
尽
く
せ
な
く
て

も
、
広
島
市
の
三
角
州
の
川
沿

い
を
歩
き
な
が
ら
、
下
関
市
か

ら
門
司
の
街
を
眺
め
な
が
ら
、

北
九
州
市
の
都
市
高
速
を
走
り

な
が
ら
、〝
こ
こ
に
し
か
な
い

景
色
や
暮
ら
し
が
あ
る
〞
と
感

じ
ら
れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。

そ
れ
に
、
出
会
っ
た
方
々
は
み

な
さ
ん
「
い
つ
で
も
お
い
で
」

と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
た
。
心

の
豊
か
さ
と
は
、
身
近
な
「
あ

り
が
と
う
」
や
「
ま
た
会
お

う
」
と
い
っ
た
、
ち
い
さ
な
居

心
地
の
良
さ
の
積
み
重
ね
だ
。

居
心
地
の
良
さ
が
街
を
ま
た
い

で
増
え
て
い
け
ば
、
三
都
の
距

離
も
短
く
な
っ
て
、
繋
が
り
あ

っ
て
、
気
軽
に
往
来
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
三
都
で
は
そ
れ
が

成
り
立
っ
て
ゆ
く
。
そ
う
実
感

で
き
た
旅
で
あ
っ
た
。

仁科勝介
KATSUSUKE NISHINA

1996年、岡山県倉敷市生ま
れ。広島大学経済学部卒。在
学中に全1,741の市町村巡り
を達成。2020年8月には旅の
記録をまとめた本、『ふるさと
の手帖』(KADOKAWA)を出
版。写真館勤務を経て独立。

1. 平和記念公園内にある献花台はかつ
おさんたっての希望で訪れた。人の目
を通すと、違った町の姿が浮かび上が
る。2. 山口市中心商店街は新しいお店
が次々オープンするエリア。紹介され
るまま、数珠つなぎに食べ歩いた。3. 
ロードトリップならば移動時間には余
裕を持っておきたい。BGMのセレクト
も忘れずに。4. 小倉駅前の公園ではス
ケーターが伸び伸びと滑っていた。懐
の深い港町。5. 福岡のうどんは「ウエ
スト」だけじゃないことをドキドキう
どんは教えてくれる。見た目に反して
あっさりめの出汁。

北九州 Kitakyushu
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旅
に
出
る
と
、
つ
い
せ
か
せ
か
し
て
し
ま

う
。
こ
の
ル
ー
ト
な
ら
、
ま
ず
こ
こ
に
行
っ

て
、
そ
れ
な
ら
あ
の
お
店
も
寄
れ
る
な
…
…

と
、
気
付
け
ば
予
定
は
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
。

時
間
が
足
り
な
い
の
は
旅
の
常
だ
け
ど
、
何

か
に
追
わ
れ
る
よ
う
で
ち
ょ
っ
と
窮
屈
な
気

も
す
る
。「
旅
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
」
な

ん
て
言
う
け
れ
ど
、
急
ぎ
す
ぎ
て
は
「
そ
こ

な
ら
で
は
の
豊
か
さ
」
を
見
落
と
し
て
し
ま

い
か
ね
な
い
。
だ
け
ど
、
三
都
を
巡
る
取
材

旅
行
中
、
僕
た
ち
は
全
く
せ
か
せ
か
し
な
か

っ
た
。
行
き
た
い
場
所
や
お
店
は
た
く
さ
ん

あ
っ
た
け
ど
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
見

て
回
ろ
う
と
か
、
ま
た
次
回
の
楽
し
み
に
し

て
お
こ
う
と
か
、
そ
ん
な
気
分
に
な
っ
た
の

だ
。
そ
れ
は
、
こ
の
土
地
で
出
会
っ
た
人
々

の
穏
や
か
な
生
活
の
様
子
に
影
響
を
受
け
た

か
ら
か
も
し
れ
な
い
し
、
た
だ
た
だ
楽
し
か

っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
取
材
旅
行
は
広
島
か
ら
山
口
県
を
経
由
し

て
、
北
九
州
の
小
倉
を
目
指
す
計
画
。
目
的

は
各
地
の
お
店
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
取
材
す

る
ほ
か
、
僕
ら
第
三
者
視
点
で
魅
力
を
探
す

こ
と
。
な
の
で
時
に
寄
り
道
を
し
な
が
ら
車

を
西
に
走
ら
せ
た
。
累
計
走
行
距
離
は

1
0
5
0
キ
ロ
。
か
な
り
の
距
離
だ
し
、

長
時
間
の
運
転
で
ヘ
ト
ヘ
ト
。
け
れ
ど
三
都

を
巡
る
な
ら
絶
対
に
ロ
ー
ド
ト
リ
ッ
プ
が
い

い
。
車
窓
か
ら
眺
め
る
景
色
が
美
し
か
っ
た

か
ら
。

　
広
島
空
港
か
ら
東
の
尾
道
を
回
り
、
山
口

県
・
下
関
へ
向
か
う
道
中
、
妙
に
か
わ
い
い

山
々
を
染
め
る
マ
ジ
ッ
ク
ア
ワ
ー
に
出
合
い
、

下
関
と
北
九
州
市
を
結
ぶ
関
門
自
動
車
道
で

は
自
然
と
都
市
が
交
差
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
景
色
に
圧
倒
さ
れ
た
。
ち
ょ
っ
と
遠
回
り

だ
け
ど
一
般
道
を
走
ろ
う
と
、
山
口
県
で
は

わ
ざ
わ
ざ
高
速
道
路
を
降
り
て
沿
岸
部
を
走

ら
せ
た
の
だ
が
、
対
岸
に
浮
か
ぶ
九
州
の
夜

景
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
こ
の
景
色
を
毎
日
眺

め
な
が
ら
過
ご
す
の
っ
て
ま
さ
し
く
〝
豊

か
〟
な
生
活
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
？　
新
幹
線

や
飛
行
機
で
の
点
と
点
を
繋
ぐ
移
動
で
は
、

き
っ
と
こ
ん
な
に
心
動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
う
。

　

広
島
で
は
尾
道
の
商
店
街
を
巡
り
、
手 

作
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
「
か
ら
さ
わ
」 

で
、
も
な
か
を
食
べ
た
。「
紙
片
」
と
い
う

素
敵
な
本
屋
さ
ん
に
行
く
た
め
に
通
っ
た
不

思
議
な
通
路
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
山
口
市
で

は
中
心
商
店
街
を
練
り
歩
き
、「M

ark

」
と

い
う
居
心
地
の
い
い
洋
服
屋
で
服
を
買
っ
た
。

「
原
口
珈
琲
」
の
し
っ
か
り
と
濃
く
て
美
味

し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
味
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

北
九
州
の
「
カ
フ
ェ
そ
ら
あ
る
き
」
に
は
つ

い
長
居
し
て
し
ま
っ
て
、
地
元
の
ソ
ウ
ル
フ

ー
ド
だ
と
聞
い
て
「
ド
キ
ド
キ
う
ど
ん
」
も

食
べ
た
。
ど
の
お
店
も
店
主
の
人
柄
が
滲
み

出
て
い
て
地
元
の
人
た
ち
は
き
っ
と
お
店
に

行
く
と
い
う
よ
り
「
あ
の
人
に
会
い
に
行

く
」
と
い
う
感
じ
な
ん
だ
ろ
う
。
一
緒
に
三

都
を
巡
っ
た
か
つ
お
さ
ん
が
「
三
都
に
は
お

か
え
り
を
言
っ
て
く
れ
る
お
店
が
た
く
さ
ん

あ
る
」
と
言
う
。
も
う
一
度
足
を
運
び
た
い

い
く
つ
も
の
お
店
に
出
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

気
に
な
る
お
店
に
次
々
飛
び
込
ん
で
い
っ
た

け
ど
、
そ
れ
で
もG

oogle

マ
ッ
プ
に
メ
モ

し
て
い
た
お
店
リ
ス
ト
は
半
分
も
消
化
で
き

て
い
な
い
。
行
く
先
々
で
紹
介
し
て
も
ら
っ

た
ス
ポ
ッ
ト
を
追
加
し
て
い
っ
た
ら
、
む
し

ろ
旅
の
前
よ
り
宿
題
が
増
え
て
い
た
。
だ
け

ど
、
打
ち
込
む
指
は
喜
ん
で
い
る
。

　
取
材
先
で
三
都
の
テ
ー
マ
マ
ガ
ジ
ン
だ
と

説
明
を
す
る
と
「
え
？　
め
っ
ち
ゃ
広
い
で

す
ね
」
と
い
う
反
応
が
多
か
っ
た
。
確
か
に

広
い
。だ
け
ど「
遠
い
」と
い
う
人
は
一
人
も

い
な
か
っ
た
。
あ
る
人
は
、
週
末
に
よ
く
九

州
か
ら
山
口
の
角
島
ま
で
海
水
浴
に
行
く
と

言
っ
て
い
た
。
道
中
に
あ
る
美
味
し
い
海
鮮

料
理
屋
が
「
鉄
板
」
だ
と
も
。
広
い
け
ど
、

遠
く
は
な
い
。
1
0
5
0
キ
ロ
の
取
材
旅
行

を
終
え
て
、
そ
の
意
味
が
わ
か
っ
た
気
が
す

る
。
も
し
か
し
て
、「
三
都
の
ロ
ー
ド
ト
リ

ッ
プ
」
っ
て
、
新
し
い
旅
の
ル
ー
ト
の
発
明

な
の
か
も
？　
そ
の
奥
深
き
魅
力
を
、
こ
れ

か
ら
発
見
し
て
い
こ
う
と
固
く
誓
っ
た
。
素

直
に
言
う
と
、
た
だ
ま
た
来
た
い
っ
て
だ
け
。
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ロペズさんが手際よく調理する横から「広島では鉄板の上で食べる
のよ」と常連さん。旅行客にも優しいお店は、旅の強い味方。ラン
チ営業は火曜日・金曜日のみだけど、タイミングが合うなら広島ラ
ンチはここで決まり。

旅先ランチは「美味しさ」も大事だけれど、せっかく
ならその町らしい一皿を選びたい。そんなリクエスト
をしたところ、かつおさんが教えてくれたのはジャン
ルを超えた味と、名物オーナーが魅力の3店舗。まず
は腹ごしらえ。旅の計画はランチ後でも間に合います。

オーナーの松浦勝也さんは近隣で3店舗を経営中。小倉地域を西から盛り上げたいと、ものすご
いスピードでアイデアを形にしている。いずれも自分たちで内装を手がけているから驚きだ。町
の変化をここから感じたい。

Data
海鮮あんかけオムライス（850円）。そ
の他、松浦さん自らが腕を振るう豊富
なランチメニューや一品料理がいつで
も楽しめる。ユニークなレシピはなん
と「偶然生まれた」という。夜はライ
ブイベントなどを行うことも。

    福岡県北九州市小倉北区
　   清水1-14-16

 050・5589・6343
  火～日曜日　12:00～ 23:00

Data
そば肉玉ハラペーニョトッピング（920円）。お
腹に余裕のある方はサイドメニューの南米料理を。
「チリ リオ グランデ」（豆と牛肉の煮込み）もいい
けど、より現地の風味を感じたいならタンシチュ
ーがおすすめ。

  広島県広島市西区楠木町1-7-13
 082・232・5277

  ランチ営業／火曜日・金曜日　11:30～ 
14:00（LO13:45）、夜営業／月～金曜日　
16:30～ 23:00（LO22:30）

「HOLA！」と南米風の挨拶とともに入店してきたの
は地元のおじいちゃんおばあちゃん4人組。ロペズさ
んのお好み焼きを求めて毎週通っているという常連さ
んだ。ハワイでフレンチシェフとして腕を振るってい
たオーナーのロペズさんがここ広島でLOPEZを開い
たのは26年前。名店「八昌」を4ヶ月で免許皆伝と
なった本格派だ。LOPEZのお好み焼きは厚さ３ミリ
の特注鉄板で16分かけてじっくり焼き上げる。こう
することで水分が蒸発し、キャベツの甘みがぎゅっと
凝縮されるのだ。正統派を味わいたいならこのままで
も良いが、ロペズ流を味わうならトッピングは必須。
ミックスチーズや海苔がまぶされた餅も良いが、辛い
もの好きならハラペーニョが大正解。僕らがロペズさ
んの話を聞いているうちに常連さんたちはぺろりと平
らげていた。80歳を迎えても元気な秘訣はグアテマラ
仕込みのお好み焼きというわけか。

LOPEZ ロペズ
元フレンチシェフがつくる
南米スタイルのお好み焼き。

広島

店内に溢れる雑貨は「お客さんが
飾ってくれた」のだというから、
いかに愛されているかがわかる。
さいさんは近隣の飲食店の方々か
らも慕われ、飲食組合の山口支部
副部長を務める。まさに、この町
に、この人あり。

路地裏ごはん  さいさん

“さいさん”ことオーナーの斉藤さんは貿易関係の仕事か
ら華麗に転身、2018年、山口市中心商店街にホルモン酒
場「さいさん」をオープンさせた。そして、現地で学ん
だというお母さま直伝のタイ料理を提供するお店に生ま
れ変わったのが2020年。以降、昼も夜も近隣の人が集
う町のハブとなった。ランチは単品メニューのほか、日
替わりカレーや肉料理をメインに据えたプレートが楽し
める。ガパオか！パッタイか？と頭を悩ませながら、か
つおさんが頼んだのはカレーのランチプレート。「結構辛
いですよ」という一言が添えられたキーマは、綺麗な盛
り付けとは裏腹に、しっかりとスパイスの風味を感じる。
そのままでももちろん美味しいが、自家製プリックソム
ナム（唐辛子の酢漬け）をかけてさっぱり「味変」する
のも良い。店も料理もいろんな楽しみ方ができる。かつ
おさんが「また来たくなる」と言う意味がよくわかる。

元ホルモン屋がつくる
母直伝の本格タイ料理。

山口

カフェそらあるき

ふわふわ卵の上にかいわれ、きのこ、ねぎなど10種以上
の野菜、そして和風出汁のきいたあんがたっぷりとオン。
あっさりなのに食べ応えのある「海鮮あんかけオムライ
ス」（850円）は初めての味わいなのに、どこかほっとす
るカフェそらあるきの看板メニューだ。カフェご飯だか
らといって侮るなかれ。味はもちろん一皿で満足するこ
と間違いなし！な食べ応えで、食いしん坊の期待を裏切
らない。お腹が満たされたなら、注文後に煮出すという
こだわりの紅茶で一息つきたい。甘いものが別腹なあな
たは、自家製スイーツも頼んでしまおう。そらあるきは
昼夜通し営業なので、旅の予定を詰め込みすぎてしまっ
た遅めランチでもOK。カクテルなどドリンクメニュー
も充実しているので、早めに飲み始めてももちろん「正
解」だ。いつでも受け入れてくれる懐の深さは、マスタ
ーの人柄によるものか。

オーナーが「偶然」生み出した
この店だけの味わい。

北九州

Data
カレーのランチプレート（1,000円）。ホルモン屋の
DNAを感じるサイドメニュー「かっぱ肉の素揚げ」はお
酒がぐいぐい進む味。実は、さいさんはレアなクラフト
ビール「宇宙ビール」山口唯一の取扱店。ランチの正解
は「酒場の正解」でも間違いない。

  山口県山口市中市町6-2
 090・3747・3510

  ランチ営業／水～土曜日　11:00～ 14:00
（LO13:30）、夜営業／火～土曜日　17:00～22:00
（LO21:30）、日曜日は11:00～ 18:00の通し営業

写真家・仁科勝介が選ぶ

v o l . 0 0 0

ランチの正解
写真｜仁科勝介、文｜高橋直貴
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│
椋
梨
社
長
、
初
め
ま
し
て
。
ま
ず
、

Y
M
F
G
が
三
都
（
広
島
、
山
口
、
北
九

州
）
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
リ
ア
マ
ガ
ジ
ン
を

創
刊
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

私
た
ち
が
目
指
す
未
来
を
、
こ
の
地
域
に
住

む
み
な
さ
ま
に
共
有
し
た
い
と
い
う
の
が
最

大
の
理
由
で
す
。
Y
M
F
G
は
「
地
域
の
豊

か
な
未
来
を
共
創
す
る
」
と
い
う
パ
ー
パ
ス

の
も
と
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
産
学
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
ん
で
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
の
目
指

す
未
来
を
楽
し
く
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
形

で
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

三
都
は
人
口
5
0
0
万
人
、
G
D
P
は
21
兆

8
0
0
0
億
円
超
。
こ
れ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

国
家
G
D
P
と
同
レ
ベ
ル
で
、
経
済
的
に
も

文
化
的
に
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
エ
リ
ア

で
す
。
し
か
し
、
県
外
か
ら
来
た
お
客
さ
ま

を
ご
案
内
す
る
と
「
こ
ん
な
に
素
敵
な
場
所

だ
っ
た
ん
だ
」
と
驚
か
れ
る
こ
と
が
多
い
ん

で
す
よ
。
産
業
、
文
化
、
観
光
資
源
、
暮
ら

し
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
の
魅
力
を
み
な
さ

ま
と
共
創
し
て
い
く
た
め
の
「
器
」
と
し
て

こ
の
メ
デ
ィ
ア
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

│
銀
行
が
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
の
は
、

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
？

街
が
発
展
し
て
い
く
こ
と
で
、
資
金
が
循
環

し
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
。
街
と
銀
行
の

関
係
は
そ
の
よ
う
な
も
の
な
ん
で
す
ね
。
三

都
の
発
展
な
く
し
て
、
Y
M
F
G
の
成
長

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
地
域
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
そ
の
も
の
が
、
Y
M
F
G
の
使
命
な

ん
で
す
。

│
椋
梨
さ
ん
か
ら
見
た
三
都
の
魅
力
と

は
？

山
口
は
日
本
海
、
瀬
戸
内
海
、
響
灘
、
３
つ

の
海
に
面
し
、
三
都
の
中
で
も
特
に
自
然
に

恵
ま
れ
た
街
。「
獺
祭
」
で
知
ら
れ
る
よ
う

に
日
本
酒
の
産
業
も
盛
ん
で
、
そ
れ
も
若
い

世
代
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
広
島
の
路

面
電
車
が
走
る
街
並
み
は
、
古
き
良
き
伝
統

と
現
代
的
な
都
市
生
活
の
融
合
を
象
徴
し
て

い
ま
す
よ
ね
。
ま
た
造
船
業
を
営
む
企
業
を

中
心
に
、
沿
岸
地
域
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

す
。
北
九
州
は
製
鉄
業
を
は
じ
め
と
す
る
工

業
地
帯
と
し
て
栄
え
て
き
た
国
際
都
市
。
大

正
・
昭
和
の
建
築
物
が
残
り
、
若
い
方
々
に

は
異
国
を
訪
れ
た
か
の
よ
う
な
楽
し
さ
が
あ

る
で
し
ょ
う
。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
が
進

み
、
子
育
て
世
代
に
も
や
さ
し
い
。
い
ず
れ

も
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
両
面
で
魅
力
を
持

っ
て
い
る
稀
有
な
街
で
す
。

私
は
山
口
に
生
ま
れ
、
幼
少
期
は
角
島
や
土

井
ヶ
浜
で
泳
ぎ
、
学
生
時
代
は
広
島
で
育
ち

ま
し
た
。
今
も
時
々
、
学
生
時
代
か
ら
通
っ

て
い
る
「
み
っ
ち
ゃ
ん
」
へ
お
好
み
焼
き
を

食
べ
に
行
き
ま
す
。
社
会
人
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
は
関
門
地
域
で
、
初
め
て
皿
倉

山
か
ら
眺
め
た
景
色
を
今
も
覚
え
て
い
ま
す
。

一
言
で
言
え
ば
、
と
に
か
く
大
好
き
な
ん
で

す
、
こ
の
街
が
。

│
10
年
後
の
三
都
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
を

し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

日
本
国
内
の
方
に
と
っ
て
は
三
都
と
い
え 

ば
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
を
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
に
と
っ

て
代
わ
る
『
新
・
三
都
』
を
目
指
し
た
い
で

す
ね
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
で
途
絶
え
て
し
ま
っ

た
海
外
観
光
客
の
行
き
来
が
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
広
島
は

平
和
都
市
と
し
て
欧
米
か
ら
の
来
客
が
多
く
、

九
州
は
台
湾
と
の
直
通
便
が
運
航
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
往
来
が
盛
ん

で
す
。
間
に
位
置
す
る
下
関
も
、
旅
客
船
が

唐
戸
市
場
へ
訪
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
街
が
窓
口
に
な
っ
て
世
界
と
繋
が
っ

て
い
る
ん
で
す
。
こ
の
三
都
を
ひ
と
繋
ぎ
の

「
Z
O
N
E
」
と
し
て
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
世
界
か
ら
も
一
目
置
か
れ
る
エ
リ

ア
に
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

三
都
に
は
、
食
、
文
化
、
芸
術
、
音
楽
、
ス

ポ
ー
ツ
、
歴
史
と
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が

集
積
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の
街
で
生

活
し
て
い
る
方
々
が
ま
だ
気
付
い
て
い
な
い

魅
力
も
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
そ
の
魅
力
を
再
発

見
し
、
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
ば
、
よ

り
豊
か
な
暮
ら
し
や
体
験
が
提
供
で
き
る
の

で
は
と
、
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本

を
手
に
取
っ
た
み
な
さ
ま
と
も
、
ぜ
ひ
一
緒

に
考
え
、
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
願

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
感
想
を
楽
し
み
に

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

YMFG Zone Interview

YMFG
YMFGは、株式会社山口フィナンシャ
ルグループの略称。山口県下関市に本社
を置く金融持株会社。 山口銀行、もみじ
銀行、北九州銀行を傘下に持ち、三都エ
リアに根付く。「地域の豊かな未来を共創
する」というパーパスのもと、従来の金
融サービスの提供に加え、まちづくり事
業、産学連携プロジェクト、デジタル技
術の活用など地域の活性化に取り組む。

椋梨敬介  KEISUKE MUKUNASHI

早稲田大学大学院の商学研究科経営経済
学専攻修了後、1995年山口銀行入行。
2019年より山口フィナンシャルグループ
執行役員。2021年、同CEOに就任。出身
は下関で、学生時代を広島で過ごし、関
門地域で社会人生活をスタート。金融で
地元を盛り上げていきたいと、多くのま
ちづくり事業に取り組んでいる。趣味は
ランニング、週１回は欠かさず走る。

「まちづくり」をする銀行って
どういうことですか !?

YMFG椋梨敬介CEOに聞きました。
写真｜玉村敬太、文｜高橋直貴
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０号について
アンケートは
こちらまで！

三都の魅力は果てしない…。
では、次の旅まで「また来ます」。

５日間の旅の道中、「美味しい」という言葉を
最もたくさん口にしました。その証拠に体重は２キロ増。
そして、二番目に言ったのは「また来ます」。
旅を終えて思うのは、三都の魅力は果てしないということ。
食、文化、商業。それぞれに特色があり、そして、人が温かい。
一筆書きのロードトリップで、そんなことを体感しました。
次号、さらに三都の魅力を深掘りします。
町の情報もお待ちしています。
次の旅が今から楽しみで仕方ありません。

広島

Hiroshima

山口

Yamaguchi

北九州

Kitakyushu

広島｜尾道を走る国鉄115系電車、街の
景観と相まってタイムスリップしたよ
うな感覚。名物・お好み焼きには麺が
欠かせない。山口｜トラフグの刺身と
唐揚げは絶品。メニューには「ふく」
と書いてあるけど、オーダーの時には
「ふぐ」と発音していた。関門海峡の雄
大な景色は、この場所で体感したい。
北九州｜こってりだけれど、研ぎ澄ま
された美味しさのラーメン。レトロで
歴史を感じる、門司港の駅舎も必見だ。

イラスト｜宮岡瑞樹


